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図2−1 　大学入学時の気持ち

2-1  大学入学時の気持ち
大学の教育内容に対する期待は、約８割と高い。
　大学入学時に期待していたことをみると、４年間で大きな変化はなく、どの項目も総じて高い。｢自分の将来の方
向をみつけたい｣、｢将来の仕事に役立つような力を身につけたい｣といった将来へのつながり、｢専門分野について
深く学びたい｣といった深い学びへの期待が大きく、大学の正課内の教育に対して十分な期待をもって入学してい
る。また、学生の行動タイプをみると、｢自分から積極的にやりたいことを探してやる｣を選択した学生が、入学時
31.8%から現在（回答時）37.4%に増加している。大学生活を通して、学生の積極性が培われているようだ。

あなたが大学に入学したとき、次のようなことをどのくらい思っていましたか。

2　大学生の生活

（%）

44.3

とてもそう思っていた

45.4 89.7

44.7 42.6 87.3

39.7 46.9 86.6

40.3 44.8 85.1

42.3 43.7 86.0

38.3 44.3 82.6

39.9 44.3 84.2

39.6 41.6 81.2

32.9 47.5 80.4

37.1 43.9 81.0

35.5 44.2 79.7

34.9 43.5 78.4

30.0 50.9 80.9

27.4 48.9 76.3

26.7 37.6 64.3

27.0 35.0 62.0

まあそう思っていた
「とても＋まあそう思っていた」の％

自分の将来の方向をみつけたい

専門分野について深く学びたい

卒業までの自由な時間を満喫したい

専門に限らず幅広い知識や教養を
身につけたい

部活・サークルなど課外活動に
力を入れたい

就職につながる学習や資格取得、
活動をしたい

友人をつくりよい人間関係を
広げたい

将来の仕事に役立つような力を
身につけたい

2012年

2016年

2012年

2016年

2012年

2016年

2012年

2016年

2012年

2016年

2012年

2016年

2012年

2016年

2012年

2016年

図2−2 　行動タイプ

大学入学時と現在のあなたの行動タイプにあてはまるものを、直感的にお選びください。
(2016年)

0 20 40 60 80 100

自分から積極的にやりたいことを探してやる

入学時

現在

（%）

31.8

与えられれば興味をもってやる

44.1

与えられても、よほど興味が
なければやらない

24.1

37.4 38.9 23.7（調査時点）
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図2−3 　力を入れたこと
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2-2  力を入れたこと・経済環境
保護者からの収入が減り、アルバイトに力を入れる学生が増加。
　学生生活のなかで力を入れていること（とても＋まあ力を入れた）をみると、この４年間で｢大学の授業｣が5.0ポ
イント減少し、｢アルバイト｣が6.7ポイント増加している。そこで、学生の経済状況をみてみると、「保護者などから」
の収入が減少傾向にあり、「アルバイト」での収入が増加している。経済的な事由から、学生がアルバイトを増やさざ
るを得ない状況にあることがうかがえる。また、「読書」に力を入れる学生の割合は、この４年間で8.2ポイント減少
しており、大学生の読書離れが進行している。

あなたは次の項目について、これまでの大学生活の中で、どのくらい力を入れてきましたか。

（%）

17.0

とても力を入れた

54.8 71.8

15.7 51.1 66.8

19.2 38.1 57.3

25.2 38.8 64.0

19.4 27.6 47.0

22.4 26.9 49.3

9.4 32.6 42.0

10.2 30.3 40.5

11.9 34.3 46.2 

11.5 26.5 38.0

7.6 26.1 33.7

10.3 26.1 36.4

6.6 19.4 26.0

8.1 19.9 28.0

8.1 18.3 26.4

9.5 17.9 27.4

4.3 13.3 17.6

5.3 13.1 18.4

まあ力を入れた 「とても＋まあ力を入れた」の%

大学の授業

アルバイト

サークルや部活動

大学の授業以外の自主的な学習

読書

学校行事やイベント

卒業論文や卒業研究

就職活動

ボランティア

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

図2−4 　経済状況

あなたの1か月の収入をお答えください。
※1万円単位でお答えください。

注）2016年のみ、「奨学金」の金額を「返済義務あり」と「返済義務なし」にわけてたずねた。合算した結果の平均値を他年度と比較する。

2008年（4,064）

2012年（4,891）

2016年（4,809）

（万円）
保護者などから

奨学金

アルバイト

その他

2.9
2.7

2.3
2.0

2.4
2.3

3.3
2.7

3.7
0.2 

0.1
0.1
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（時間）

2-3  生活時間
授業の予復習や自主的に学習する時間は、４年間で変化はない。
　学習やその他活動にかける１週間あたりの時間をみると、授業の予復習や自主的に学習する時間が、2008年から
2012年にかけての４年間には増加がみられたが、2016年までの４年間では変化はなかった。平均時間が多いもの
から順にみると、「大学の授業などへの出席」に次いで「インターネットやＳＮＳ」が週当たり平均8.5時間となってい
る。また「アルバイト」時間が、この４年間で週当たり平均1.2時間増加している。

ふだんの時間の過ごし方について、次の項目は1週間（月曜日～日曜日）で何時間くらいになりますか。
今学期の平均的な1週間を振り返って、それぞれについてあてはまるもの1つをお選びください。

2012 年
2016 年

2008 年

2012 年

2016 年

2008 年

2012 年

2016 年

2008 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2008 年

2012 年

2016 年

2008 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

友だちと会う、遊ぶ注3

サークルや部活動注4

アルバイト注5

インターネットや SNS

（%）

3.61.8 13.5
6～10時間

15.06.5
3～5時間

14.5
11～15時間 16時間以上

44.9

1～2時間
1時間未満

0時間（やっていない）

0.1
0.04.7 2.5 14.418.37.6 14.9 37.5

20.2 28.5 24.6 16.8 6.6 1.9

48.4 9.4 12.0 13.8 8.9 3.7 3.8
13.744.2 9.9 14.6 8.9 4.0 4.6

 36.2 2.74.5 12.5 16.1 13.4 14.5
6.024.9 3.8 14.3 18.0 14.5 18.4

83.6 8.8 3.62.3

81.2 9.7 4.2 2.4
78.5 8.3 5.6 3.52.0

7.6 13.2 18.6 22.3 16.6 8.2 13.4
9.4 13.4 18.8 22.3 17.3 7.7 10.9

11.6 13.9 20.1 20.9 15.7 7.7 10.0

2.6 7.6 18.221.418.6 11.0 20.6
7.52.2 20.124.115.2 10.6 20.2

不明

社会活動
（ボランティア、ＮＰＯ
活動などを含む）

1.3

31.7 29.7 19.4 10.7 4.81.7 2.0
0.1
0.0

0.1
0.0

0.0
0.0

0.0
0.0

0.0

0.1
0.0

0.0

0.0

0.1
0.0

31.0 27.7 17.8 11.6 5.8 2.8 3.2
32.9 24.9 19.1 11.9 5.8 2.3 3.2

6.7 17.3 22.2 26.3 16.2 5.6 5.8
6.6 17.4 22.7 26.2 15.4 5.7 5.8

12.7 15.4 21.1 24.7 15.5 5.4 5.2

0.1
0.0

18.7 24.2 23.6 20.0 8.2 2.92.3
19.4 24.3 25.2 18.0 8.5 2.42.4

1.11.1 0.20.2

1.3

0.6

1.3 

0.9

0.3

0.5 
0.1（不明）

0.0（不明）

授業の予復習や課題を
やる時間

大学の授業以外の
自主的な学習

大学の授業などへの
出席

テレビやＤＶＤなどの
視聴

0.0

0.0

図2−5 　1週間あたりの学習・生活時間（経年比較）

平均時間／週
2008年 2012年 2016年

ー 13.1 11.7 

2.2 2.8 2.7 

1.9 2.4 2.3 

4.7 4.7 4.4 

ー 2.7 3.1 

ー 6.5 7.7 

0.4 0.5 0.8 

6.5 6.0 5.6 

ー 8.6 8.5 

注1）「16～ 20時間」、「21時間以上」を「16時間以上」とまとめて表示。
注2）平均時間について、「0時間（やっていない）」を「0時間」、「1時間未満」を「30分」、「1～ 2時間」「3～ 5時間」「6～ 10時間」「11～ 15時間」「16～20時間」については中央値を、

「21時間以上」を「23時間」と置き換えて算出した。「不明」は集計から除く。
注3）2008年、2012年は、「友だちづきあい」とたずねた項目と比較した。
注4）2012年調査では、別設問で｢サークルや部活動をしていない｣と回答した2,101名を、本設問の回答対象者としなかった。第３回と比較するにあたり、｢サークルや部

活動をしていない｣と回答した2,101名を｢０時間（やっていない）｣とみなし再集計した。
注5）2012年調査では、別設問で｢アルバイトをしていない｣と回答した1,776名は、本設問の回答対象者としなかった。第３回と比較するにあたり、｢アルバイトをしてい

ない｣と回答した1,776名を｢０時間（やっていない）｣とみなし再集計した。
注6）全11項目のうち、他年度と比較可能な9項目を抜粋して表示。
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1 年生
2 年生

3 年生
4 年生

（％）

教
員

職
員

気軽に相談できる

ふだんから気にかけてくれる

厳しいことを言ってくれる

気軽に相談できる

ふだんから気にかけてくれる

厳しいことを言ってくれる

30.2
33.0

42.1
52.1

27.1
31.6

41.9
51.4 

33.3
35.0

40.5
48.7

21.0 
26.0

35.7 
43.2 

26.8
25.1

27.6 
30.6 

23.6
21.3

23.1
26.0

25.3
22.2
22.5

23.8

授業や研究活動以外の場で
交流（雑談・食事）がある

全体

39.3

38.0

39.4

31.5

27.5

23.5

23.5

2-4  教職員との交流・保護者との関係
｢困ったことがあると、保護者が助けてくれる｣と考える学生が増加。
　教員との交流をみると、いずれの項目も学年が進むにつれ増加している。とくに３・4年生での増加率が大きく、
専門教育が始まりゼミや研究室に所属することで、教員との距離が縮まることがわかる。職員との交流は学年によ
る差はなく、約２～３割にとどまる。保護者との関係をみると、「保護者のアドバイスや意見に従うことが多い」、
「困ったことがあると、保護者が助けてくれる｣と考える学生は８年間で増加している。よき相談相手であり頼れ
る存在として、保護者の役割が大きくなっているようだ。

あなたの周囲に、次にあげるような大学の職員や教員はいますか。（2016年）

図2−6 　教職員との交流

注）｢いる｣の％。

図2−7 　保護者との関係

あなたと保護者との関係について、それぞれについてもっとも近いもの1つをお選びください。

2008 年
2012 年
2016 年

2008 年
2012 年
2016 年

2008 年
2012 年
2016 年

2012 年
2016 年

2012 年
2016 年

2016 年

2016 年

2016 年

（%）
どちらかというとＡに近い

35.6

どちらかというとＢに近い

40.2

Ｂ

19.7

Ａ

4.5

38.2 38.7 15.47.7
38.7 33.6 16.811.0

35.4 42.7 15.56.4

39.9 37.9 13.19.1
43.2 30.2 12.014.6

44.9 27.4 13.8 13.9
45.9 25.3 10.318.5
41.4 24.8 13.120.6

31.3 42.5 19.46.9
30.5 41.0 20.48.1

18.4 47.4 31.32.8
21.3 43.8 30.44.5

32.6 29.3 16.421.7

36.1 33.9 14.8 15.3

42.8 37.8 8.311.0

困ったことがあると、
保護者が助けてくれる

お金が必要になったら、
保護者が援助してくれる

進路や就職に関して保護者の方
から希望や意見を言われる

進路や就職に関しては、保護者の
意見を重視したい（した）

保護者に何かと反抗する時期があった

幼い頃、保護者は甘い方だった

小中学生の頃、あなたが困ったとき、
保護者がだいたい解決してくれた

保護者のアドバイスや意見
に従うことが多い

困ったことがあると、
自分で解決する 

お金が必要になったら、
アルバイトなどして
自分で準備する 

進路や就職に関して自分の方から
保護者に話をしたり、相談をする 

進路や就職に関しては保護者の意見に
よらず自分の考えで決めたい（決めた）

保護者に反抗したことはほとんどない

幼い頃、保護者は厳しい方だった 

小中学生の頃、あなたが困ったとき、
保護者は手を出さずに見守ってくれた 

なにごとも自分で決める
ことが多い

A B

注）全8項目のうち、3項目を抜粋して表示。
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2-5  友だち関係
友だちと話が合わないと不安に感じる学生が増加。
　大学内での友だちの数をみると、2016年のみの項目であるが「情報交換する友だち」が「いない」と回答した学生が
12.9%存在する。半数以上の学生は「４人以上いる」と回答しており、学生間での情報量の差が案じられる結果となっ
た。友だちとの付き合い方では、「１人で行動しても気にならない（とても＋まああてはまる）」と回答した学生は４年
前と変わらず約８割存在するが、「友だちと話が合わないと不安に感じる（同）」は４年前より14.9ポイント増加して
いる。

次のようなことをする友だちは全部で何人くらいいますか。

0 20 40 60 80 100 120

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2016 年

2016 年

2016 年

（%）
4～6人
27.8

7～10人
19.0

11人以上
22.9

いない
5.9

1人
3.7

2～3人
20.7

28.0 15.2 21.2 7.2 5.3 23.0

19.6 5.6 2.721.4 9.1 41.5
19.4 5.0 3.719.2 11.1 41.6

23.2 10.9 7.322.3 6.0 30.3
20.3 8.2 6.925.7 9.0 29.9

14.0 6.4 10.9 40.2 6.3 22.3

16.7 6.6 8.424.3 10.3 33.6

25.1 11.0 14.512.9 7.1 29.4

悩み事を相談できる友だち

学習や広く社会の課題などに
ついて議論をする友だち

学習やスポーツで競い合う友だち

尊敬できる友だち

情報交換（授業や就職活動
などについて）する友だち

話をしたり一緒に遊んだり
する友だち

大
学
内

0 20 40 60 80 100

2012 年

2016 年

2016 年

2012 年
2016 年

2012 年
2016 年

2012 年
2016 年

2016 年

2012 年
2016 年

2016 年

2012 年
2016 年

83.4 37.8

45.2

45.6

81.936.7

61.1 80.219.1

57.711.6 46.1
49.6 60.811.2

62.113.9 48.2 
46.0 59.613.6

42.08.1 33.9
56.944.312.6

35.2 49.614.4

40.19.1 31.0
32.3 44.912.6

32.4 41.28.8

26.46.3 20.1
22.9 31.18.2

厳しいことでも友だちの忠告には耳を傾ける

言いづらいことでも友だちのため
を思って忠告することができる

1 人で行動していても
気にならない

グループの仲間同士で
一緒にいたい

友だちと話が合わないと
不安に感じる

世代の違う人と積極的に交流する

知らない人ばかりの
集まりにも参加できる

毎日友人が何をしているか、ＳＮＳやＬＩＮＥで知っている

実際に会う友人よりもＳＮＳの
友人のほうが本音を話しやすい

（％）
とてもそう まあそう 「とても＋まあそう」の％

とてもあてはまる まああてはまる 「とても＋まああてはまる」の％

図2−8 　友だちの数

図2−9 　友だち関係

人との付き合い・交流について、次のようなことはどのくらいありますか。

注）2012年は、「11～ 15人」、「16人以上」とわけてたずねた結果を「11人以上」に合算した。

注）2012年の「とてもそう」、「まあそう」の回答と、2016年の選択肢「とてもあてあまる」、「まああてはまる」の回答を比較した。


